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ゆずⅡほ健康コラム～抗菌薬の適正使用について～

克生物質を含めた抗菌薬は、感染症治療において多大なる貢献を
果たしてきました。一方、これらの不必要あるいは不適切な使用
により，耐性菌による感染症の増加が近年大きな問題になって
います。何重類の抗菌薬にだけ耐性があってもあまり問題ありませ
んが，厄介なのは多くの抗菌薬に耐性をもつ多剤耐性菌が発生
していることです。多剤耐性菌の増加が意味することは，人類が
感染症治療の武器として用いてきた抗菌薬が使えなくなることに
他なりません。患者が医師から抗菌薬を処方された場合は，症状
が改善されたからといって自己判断で服用を中止せず，薬を飲み
切ることが大切です。これは、抗菌薬の中途半端な服用によって
耐性菌のみが生き残り、それが体内で増加して病気になった際に
抗菌薬が効かず、治療法がなくなることを防ぐためです。また，
風邪などのウイルス性疾患自体は抗菌薬で治ることはありません
ので、自己判断での抗菌薬の不適切な使用はやめましょう。多剤
耐性菌を増やさないためにも，日々の手洗いなどの予防策，感染
症にかかりにくい健康な体づくり、そして、治療に不必要な抗菌
薬の処方を求めないというl人Ⅰ人の小さな協力の積み重ねが大切

なのです。

:罷空;蝉
めイぬ人の繁磁逸鱒たし、鞄㈹ゑ幣は
弗辮"なボ寒べ採偽れ、縫物わ"き棒鰍
しね天然戒分ダそ。

鈴"ル海のゑ"鯨織 Sうの」仮鞘㌢ゑぬ::

@・

）
ク

ゑ

あ

な

め
 

て

鴇

。

 

 

と

味

鰹
嵌
籠
 

め
、

る
 

 

（

で

い

、

ち
び

翔
0

ぬ

杓

柊

森

3
ぶ
る
約

3
耗

・3
3
7

6
の

ひ

ぬ

$籠

文

人
夫
ふ
入
塊
if
"

や
羊
キ
苧
ね

ゑ
ら

：

妓

王
 

 

、

救
磯
田
承
鉱
良

の

え

Ⅰ

ぢ
ゑ

女
突
安

6

0

）

ご要望，ご祖淡簿ございきしたあ，下記のメール・電話でち受Ⅰ刊寸け
てあⅡきす。お舞軽にご連絡下さい。
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